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Ⅰ 法人の概要  

１ 建学の理念 

学校法人龍谷大学は、浄土真宗本願寺派を設置母体とし、教育基本法及び学校教育法に従い、浄土

真宗の精神に基づく教育を施すことを目的として設立された。本法人は、この目的を達成するために

「龍谷大学」と「龍谷大学短期大学部」を設置しており、各学校の学則において、その設置目的を次

のとおり定めている。 

＜龍谷大学の設置目的 ―龍谷大学学則第1条―＞ 

龍谷大学は、教育基本法及び学校教育法にしたがい、浄土真宗の精神に基づく大学として、広

く知識を授けるとともに、深く専門の諸学科を教授研究し、併せて有為の人材を養成することを

目的としている。 

＜龍谷大学短期大学部の設置目的 ―龍谷大学短期大学部学則第1条―＞ 

龍谷大学短期大学部は、教育基本法並びに学校教育法による短期大学として、浄土真宗の精神

に基づき実際に即した専門の教育を施し、併せて有為の人材を養成することを目的としている。 

本法人の設立する龍谷大学及び龍谷大学短期大学部では、「浄土真宗の精神」を建学の精神としてい

る。また、浄土真宗の教えは親鸞聖人によって顕かにされたことから、「浄土真宗の精神」は「親鸞聖

人の精神」であると理解され、親鸞聖人の生き方を指針として、虚偽に迷うことなく、何が真実であ

るかを常に見きわめ、自らを律していくことのできる人間を養成することを教育の目的としている。 

この建学の精神である浄土真宗の精神（親鸞聖人の精神）は、本学に関わる全ての人に求められる

ものであり、より多くの人が理解しともに実践できるよう、次の5項目として顕している。 

龍谷大学 建学の精神 

The Founding Spirit of Ryukoku University 

◇ すべてのいのちを大切にする「平等」の精神 

Equality － We love and care for all living beings. 

◇ 真実を求め真実に生きる「自立」の精神 

Independence － We seek Truth and live up to it. 

◇ 常にわが身をかえりみる「内省」の精神 

Self-reflection － We always reflect upon ourselves. 

◇ 生かされていることへの「感謝」の精神 

Gratitude － We are grateful to all for supporting our lives. 

◇ 人類の対話と共存を願う「平和」の精神 

Peace － We wish for peaceful coexistence of all humankind through dialogs. 
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２ 設置学校・所在地 

 

【設置学校】 

◆龍谷大学  

◆龍谷大学短期大学部 

 

【所在地】 

◆深草学舎（所在地：京都市伏見区深草塚本町67） 

◆大宮学舎（所在地：京都市下京区七条通大宮東入大工町125－1） 

◆瀬田学舎（所在地：滋賀県大津市瀬田大江町横谷1－5） 

  

【その他の主な施設】 

◆Ryukoku University Berkeley Center (RUBeC：ルーベック) 

       （所在地：アメリカ合衆国 カリフォルニア州 バークレー） 

◆東京オフィス（所在地：東京都千代田区丸の内2丁目2-1 岸本ビルヂング5階） 

◆大阪オフィス（所在地：大阪市北区梅田2-2-2ヒルトンプラザウエストオフィスタワー10階） 

◆南大日グラウンド（所在地：京都市山科区勧修寺南大日） 

◆艇庫（所在地：滋賀県大津市螢谷743－2） 

   

３ 役員・評議員 

（2009年3月26日現在）  

◆理事長  不二川公勝 

◆専務理事 若原道昭 

◆常務理事 小川信正／小淵洋一／西垣泰幸 

◆理 事 

宮﨑憲之／橘 正信／本多隆朗／青地敬水／吉野和夫／澤田一精／神子上惠群／村永行善／

松原功人／平岡秀夫／保利耕輔／桑羽隆慈／園城義孝／赤松徹真／細田信輔／夏目啓二／ 

元山 健／四ツ谷晶二／長上深雪／嵩 満也／加藤博史 

◆監 事 

     釋 晃／鴛田幸夫／川勝正夫 

◆評議員 

大田利生／寺田宏洲／政岡光宏／高橋 進／松下隆之／金子龍太郎／須藤 護／阪口春彦／

上 英之／長野了法／竹中良美／三村峯男／湯口 博／杉 宣正／荒川林太郎／元井 實／

福井正典／百山敬祥／岡田 満／園城義孝／後藤壽邦／那須野浄英／藤田誓之／武田智文／

養藤了文／武田昭英／池田行信／井浦順爾／海野英爾／山田智之／鈴木恭之 その他の理事 
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４ 沿革 

 
１６３９
（寛永１６）年 本願寺派学寮として創設される。 大学院経済学研究科経済学専攻博士課程を設置する。

１６５０
（慶安３）年 学寮の制条（学則）を定める。 大学院経営学研究科経営学専攻博士課程を設置する。

１６５５
（明暦元）年

幕府の命により学寮を破却、以後東中筋魚棚下ル仮屋
の学林で講義を行う。

留学生別科を設置する。

１６９５
（元禄８）年 東中筋学林町に学林講堂・衆寮を再建する。 短期大学部専攻科仏教専攻を設置する。

１８７１
（明治４）年 学林敷地の上地により、本願寺廓内へ移転する。

１９８７
（昭和６２）年

創立３５０年記念の一環として大津市瀬田大江町字横
谷に瀬田学舎を開設する。

１８７２
（明治５）年 はじめて洋学を開講する。

理工学部数理情報学科、電子情報学科、機械システム
工学科、物質化学科を設置する。

１８７５
（明治８）年

林門改正により学校制度を採用し、普通学を開講す
る。

社会学部社会学科、社会福祉学科を設置する。

１８７６
（明治９）年 本派の学制により大教校となる。

１９９１
（平成３）年

大学院社会学研究科社会学専攻、社会福祉学専攻（修
士課程・博士課程）を設置する。

１８７９
（明治１２）年 大教校（現大宮学舎本館・南北両黌）落成する。

瀬田学舎にRyukoku Extension Center（REC）を設置
する。

１８５５
（明治１８）年 普通教校（現大宮学舎東黌）開講する。

文学部仏教学科真宗学専攻、文学科国文学専攻、文学
科英文学専攻を真宗学科、日本語日本文学科、英語英
米文学科に改組する。

１８８８
（明治２１）年

大学林条例を発表し、考究院・内学院および文学寮の
二院一寮制を採用する。

法学部政治学科を設置する。

１９００
（明治３３）年 学制を更改し、仏教大学とする。 短期大学部専攻科福祉専攻を設置する。

１９０５
（明治３８）年 仏教大学、専門学校令により認可される。

１９９３
（平成５）年

大学院理工学研究科数理情報学専攻、電子情報学専
攻、機械システム工学専攻、物質化学専攻（修士課
程）を設置する。

１９２２
（大正１１）年

大学令による大学設立の認可をうけ、龍谷大学と改称
する。

１９９４
（平成６）年

大学院文学研究科教育学専攻（修士課程）を設置す
る。

１９４９
（昭和２４）年 新制大学令により新制大学文学部（４年制）として認

可される。

１９９５
（平成７）年

大学院理工学研究科数理情報学専攻、電子情報学専
攻、機械システム工学専攻、物質化学専攻（博士課
程）を設置する。

１９５０
（昭和２５）年 短期大学部仏教科を設置する。 国際文化学部国際文化学科を設置する。

１９５３
（昭和２８）年

大学院文学研究科修士課程（真宗学真宗史専攻、仏教
学仏教史専攻）を設置する。

大学院文学研究科国文学専攻を日本語日本文学専攻
に、英文学専攻を英語英米文学専攻に名称変更する。

１９５５
（昭和３０）年

大学院文学研究科博士課程（真宗学真宗史専攻、仏教
学仏教史専攻）を設置する。

１９９７
（平成９）年

文学部、経済学部、経営学部に昼間主・夜間主コース
を開設する。

１９６０
（昭和３５）年

親鸞聖人７００年大遠忌記念事業として伏見区深草に
深草学舎を開設する。

１９９８
（平成１０）年 社会学部地域福祉学科、臨床福祉学科を設置する。

１９６１
（昭和３６）年 経済学部経済学科を設置する。

大学院国際文化学研究科国際文化学専攻（修士課程）
を設置する。

１９６２
（昭和３７）年 短期大学部に社会福祉科を増設する。

大学院文学研究科教育学専攻（博士課程）を設置す
る。

１９６３
（昭和３８）年 経済学部に経営学科を増設する。

２００２
（平成１４）年

大学院国際文化学研究科国際文化学専攻（博士課程）
を設置する。

経営学部経営学科を設置する。
２００３
（平成１５）年

理工学部情報メディア学科、環境ソリューション工学
科を設置する。

大学院文学研究科修士課程と博士課程に真宗学、仏教
学、哲学、国史学、東洋史学、国文学各専攻を設置す
る。（真宗学真宗史、仏教学仏教史各専攻廃止）

２００４
（平成１６）年 社会学部コミュニティマネジメント学科を設置する。

１９６７
（昭和４２）年

大学院文学研究科修士課程と博士課程に英文学専攻を
設置する。

２００５
（平成１７）年

大学院法務研究科（法科大学院）法務専攻を設置す
る。

法学部法律学科を設置する。 経済学部現代経済学科、国際経済学科を設置する。

文学部社会学科を設置する。
アメリカ合衆国カリフォルニア州バークレーに海外拠
点として　Ryukoku University Berkeley Center
（RUBeC）を設置する。

１９７１
（昭和４６）年

大学院文学研究科修士課程に社会学・社会福祉学専攻
を設置する。

２００７
（平成１９）年

大学院理工学研究科情報メディア学専攻、環境ソ
リューション工学専攻（修士課程）を設置する。

１９７２
（昭和４７）年 大学院法学研究科法律学専攻修士課程を設置する。

１９７４
（昭和４９）年 大学院法学研究科法律学専攻博士課程を設置する。

大学院経済学研究科経済学専攻修士課程を設置する。

大学院経営学研究科経営学専攻修士課程を設置する。

１９８４
（昭和５９）年

大学院文学研究科社会学・社会福祉学専攻（修士課
程）を分離し、博士課程に社会学、社会福祉学各専攻
を設置する。

１９６６
（昭和４１）年

１９６８
（昭和４３）年

１９８２
（昭和５７）年

１９８５
（昭和６０）年

１９８９
（平成元）年

１９９２
（平成４）年

１９９６
（平成８）年

２０００
（平成１２）年

２００６
（平成１８）年
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学部名 目的 

文学部 
建学の精神を基盤とした人文学の知的体系の研究・教授を通じて、現代社会の複雑な変
化や諸問題に、自己を見失うことなく積極的・主体的に対応し、社会に貢献できる教養
及び専門性を備えた人間を育成することを目的とする。 

経済学部 
経済学が培ってきた基礎的理論や社会の経済的諸現象の論理分析能力を修得し、さらに
国際的・地域的な多様性理解に基づいて、課題の発見と解決につとめる人間を育成する
ことを目的とする。 

経営学部 
学生のそれぞれの学修目標にあわせて、少人数の演習学修と、座学と実践を組み合わせ
たカリキュラムによって、変化の激しい時代に対応でき、社会から信頼される経営人（働
くことを通して社会に貢献する人材）を育成することを目的とする。 

法学部 
日本国憲法の理念を基礎に、法学・政治学の教育・研究を通じて、広い教養と専門的な
知識をもって主体的に行動し、鋭い人権感覚と正義感のもとに自ら発見した問題を地域
社会と連携して解決する、自立的で建設的な市民の育成を目的とする。 

理工学部 
本学の設立基盤である仏教の思想と高い倫理性を基礎におき、科学と人間の調和を重視
し、技術の高度化のみならず精神文化の豊かさに対し貢献できる科学技術者の育成を目
的とする。 

社会学部 
多様な価値が錯綜する現代において、人が営む共同体である「社会」のあり方を学び、
人と人、人と組織や社会との関わり方やそこで発生する諸問題の分析・解決の視点と手
法を身につけた人材育成を目的とする。 

国際文化学部 
多様化する国際社会の中で、自己の属する文化の理解を基軸として、異文化を受入れて
これを尊重し、国際的なコミュニケーションのできる能力と人格をそなえた人材を育成
することを目的とする。 

短期大学部 
福祉全般にわたる基礎的教養を修得するとともに、専門的知識、実践的能力を身につけ
た人材を養成することを目的とする。 

 
研究科名 目的 

文学研究科 
各専攻領域に関わる文献資料・史料に基づき、独創的かつ精緻な研究を継承、発展させ、
自立して研究活動を行うのに必要な高度の研究能力、又は高度の専門性を要する職業等
に必要な能力を養うことを目的とする。 

法学研究科 
「真実を求め真実に生きる」という建学の精神と日本国憲法の理念を基礎に、法学・政
治学の領域で高度な研究・教育を通じ，世界と地域で活躍し、共生(ともいき)の社会を
担う、人権感覚に溢れた研究者及び専門職業人の養成を目的とする。 

経済学研究科 
経済学部における一般的教養と専門的教養の基礎の上に立って、現代社会の諸問題に応
えることができる人材の育成、特に創造的な理論の構築や優れた応用分析ができる能力
を備えた専門家や研究者の養成を目的とする。 

経営学研究科 
経営学の高度で専門的な知識を会得するための研究の推進及び応用能力の涵養を通じ
て、複雑な構造と機能をそなえた現代社会の要請にこたえる専門職業人及び研究者を育
成することを目的とする。 

社会学研究科 
多様な価値が錯綜する現代社会において、社会学・社会福祉学分野への社会的期待が高
まる中、高度の専門性と実践性を兼ね備えたバランスのとれた専門職業人、研究者及び
教育者などの人材育成を目的とする。 

理工学研究科 
本学の設立基盤である仏教の思想を基礎に置き高度の専門知識を有する科学技術者を
育成し、日本の社会に貢献するとともに科学技術をあるべき道に導く指導者を育てるこ
とを目的とする。 

国際文化学 
研究科 

多様化する国際社会を適切に理解し、対応できる高度の専門知識を有する人材を養成す
るとともに、国際文化学という学問分野をさらに発展させることを目的とする。 

法務研究科 
建学の精神に基づく「共生(ともいき)」の理念と「日本国憲法の精神を護り発展させる」
という法学教育の理念を実現させるため、「市民のために働く法律家」を養成すること
を目的とする。 

 

５ 学部・研究科の目的 
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（修士課程） （博士後期課程）

真宗学専攻 真宗学専攻

仏教学専攻 仏教学専攻

哲学専攻 哲学専攻

文学研究科 教育学専攻 教育学専攻

国史学専攻 国史学専攻

東洋史学専攻 東洋史学専攻

日本語日本文学専攻 日本語日本文学専攻

英語英米文学専攻 英語英米文学専攻

 法学研究科 法律学専攻 法律学専攻

大学院 経済学研究科 経済学専攻 経済学専攻

経営学研究科 経営学専攻 経営学専攻

社会学研究科 社会学専攻 社会学専攻

社会福祉学専攻 社会福祉学専攻

数理情報学専攻 数理情報学専攻

電子情報学専攻 電子情報学専攻

大学 理工学研究科 機械システム工学専攻 機械システム工学専攻

物質化学専攻 物質化学専攻

情報メディア学専攻

環境ソリューション工学専攻

国際文化学研究科 国際文化学専攻 国際文化学専攻

（専門職学位課程）

（専門職大学院） 法務研究科 法務専攻

真宗学科

仏教学科

哲学科 哲学専攻

教育学専攻

文学部 国史学専攻

史学科 東洋史学専攻

仏教史学専攻

日本語日本文学科

英語英米文学科

経済学部 現代経済学科

国際経済学科

経営学部 経営学科

学部 法学部 法律学科

政治学科

数理情報学科

電子情報学科

理工学部 機械システム工学科

物質化学科

情報メディア学科

環境ソリューション工学科

社会学科

社会学部 コミュニティマネジメント学科

地域福祉学科

臨床福祉学科

国際文化学部 国際文化学科

留学生別科

保健管理センター

診療所

図書館

仏教文化研究所

付属施設 研究所 社会科学研究所

（短期大学部を除く） 科学技術共同研究センター

国際社会文化研究所

人間・科学・宗教総合研究センター

Ryukoku Extension Center

国際センター

Ryukoku University Berkeley Center

情報メディアセンター

大学教育開発センター

ボランティア・NPO活動センター

知的財産センター

短期大学部 社会福祉科

専攻科 福祉専攻

（注）
①大学学長は、短期大学部学長を兼ねる。

②大学の付属施設の内、図書館、Ryukoku Extension Center、及び診療所は短期大学部の付属施設を兼ねる。

③大学の保健管理センター、国際センター、Ryukoku University Berkeley Center、情報メディアセンター、大学教育開発センター、ボランティア・NPO活動セン
ター及び知的財産センターは短期大学部の教学組織を兼ねる。  

６ 教育研究組織 
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７ 事務組織 

法人事務室

総務部
総務課
人事課

専務理事 事務局長 総務局長
財務部

経理課
管理課

瀬田事務部
創立370周年記念事業事務室
学長室
東京オフィス
大阪オフィス

総務部
総務課
人事課

財務部
経理課
管理課

瀬田事務部
内部監査室
宗教部
入試部
学生部

龍谷大学 事務局長 総務局長 キャリア開発部
学　長 インターンシップ支援オフィス

研究部
副学長 学長補佐 教学部

瀬田教学部
教学企画部
学部教務課
国際センター 国際部
Ryukoku University Berkeley  Center Ryukoku University Berkeley  Center事務部

保健管理センター 保健管理センター事務部

情報メディアセンター 情報メディアセンター事務部

（大学付属） 図書館 図書館事務部
（大学付属） Ryukoku Extension Center Ryukoku Extension Center事務部

高大連携推進室
ボランティア・NPO活動センター ボランティア・NPO活動センター事務部

知的財産センター 知的財産センター事務部
龍谷ミュージアム開設準備室

大学教育開発センター
総合情報化機構
文学部
経済学部
経営学部
法学部
理工学部
社会学部
国際文化学部
留学生別科
文学研究科（博士課程）
法学研究科（博士課程）
経済学研究科（博士課程）
経営学研究科（博士課程）
社会学研究科（博士課程）
理工学研究科（博士課程）
国際文化学研究科（博士課程）
実践真宗学研究科（修士課程）
法務研究科（専門職学位課程）

（大学付属） 仏教文化研究所
（大学付属） 社会科学研究所
（大学付属） 科学技術共同研究センター

（大学付属） 国際社会文化研究所
（大学付属） 人間・科学・宗教総合研究センター

学長室
東京オフィス
大阪オフィス

総務部
総務課
人事課

財務部
経理課
管理課

内部監査室
宗教部
入試部
学生部

龍谷大学 キャリア開発部
短期大学部 事務局長 総務局長 インターンシップ支援オフィス

学　長 研究部
教学部

副学長 学長補佐 教学企画部
短期大学部教務課
国際センター 国際部
Ryukoku University Berkeley  Center Ryukoku University Berkeley  Center事務部

保健管理センター 保健管理センター事務部

情報メディアセンター 情報メディアセンター事務部

（大学付属） 図書館 図書館事務部
（大学付属） Ryukoku Extension Center Ryukoku Extension Center事務部

高大連携推進室
ボランティア・NPO活動センター ボランティア・NPO活動センター事務部

知的財産センター 知的財産センター事務部
龍谷ミュージアム開設準備室

大学教育開発センター
総合情報化機構
短期大学部

（注）各学部（短期大学部以外）、留学生別科、各研究科、各研究所、各研究センター、各学部教務課（短期大学部以外）、瀬田事
務部、瀬田教学部を除く全ての組織は、龍谷大学短期大学部の組織を兼ねている。

理　事　長

理　事　会

評議員会

監　事



7 

 

＜学部＞ ＜大学院＞

入学
定員

収容
定員

在籍
学生

入学定員 収容定員 在籍学生数

真宗学科 139 582 676

仏教学科 113 468 538

哲学科 163 666 812 真宗学専攻 20 5 40 15 56 22

史学科 207 846 1,012 仏教学専攻 20 5 40 15 34 14

日本語日本文学科 94 384 472 哲学専攻 7 2 14 6 6 0

英語英米文学科 94 384 448 教育学専攻 7 3 14 9 21 6

810 3,330 3,958 国史学専攻 7 2 14 6 25 9

経済学科 - 445 690 東洋史学専攻 7 2 14 6 13 18

現代経済学科 300 907 1,036 日本語日本文学専攻 7 2 14 6 10 9

国際経済学科 200 605 695 英語英米文学専攻 7 2 14 6 8 4

500 1,957 2,421 82 23 164 69 173 82

経営学部 経営学科 445 1,790 2,256 法学研究科 法律学専攻 25 5 50 15 59 16

445 1,790 2,256 25 5 50 15 59 16

法律学科 340 1,370 1,658 経済学研究科 経済学専攻 30 3 60 9 31 7

政治学科 110 446 574 30 3 60 9 31 7

450 1,816 2,232 経営学研究科 経営学専攻 30 3 60 9 26 1

数理情報学科 82 386 448 30 3 60 9 26 1

電子情報学科 82 326 408 数理情報学専攻 25 3 50 9 24 0

機械システム工学科 90 334 422 電子情報学専攻 25 3 50 9 34 0

物質化学科 82 326 413 機械システム工学専攻 25 3 50 9 35 1

情報メディア学科 82 322 402 物質化学専攻 25 3 50 9 44 2

環境ソリューション工学科 82 322 399 情報メディア学専攻 20 - 40 - 29 -

500 2,016 2,492 環境ソリューション工学専攻 20 - 40 - 25 -

社会学科 165 680 863 140 12 280 36 191 3

コミュニティマネジメント学科 100 420 524 社会学専攻 10 3 20 9 17 2

地域福祉学科 125 540 599 社会福祉学専攻 10 3 20 9 19 11

臨床福祉学科 120 520 610 20 6 40 18 36 13

510 2,160 2,596 国際文化学研究科 国際文化学専攻 15 4 30 12 21 10

国際文化学部 国際文化学科 420 1,630 1,937 15 4 30 12 21 10

420 1,630 1,937 342 56 684 168 537 132

3,635 14,699 17,892

＜短期大学部＞

短期大学部 社会福祉科 242 484 599 入学定員 収容定員 在籍学生数

242 484 599

専攻科 福祉専攻 40 40 32 法務研究科 法務専攻

＜留学生別科＞

留学生別科 40 40 32

計

文学部

法学部

合　　計

理工学部

計

計

計

社会学部

2008年度

計

計

学　　部 学　　科

計

理工学研究科

計

計

計

計

 研　究　科　 専　　攻

文学研究科

計

2008年度

修士
課程

博士
課程

修士
課程

博士
課程

修士
課程

博士
課程

合　　計

計

社会学研究科

計

計

専門職学位課程

2008年度

 研　究　科　 専　　攻

165

経済学部

60 180

165

計

60 180

専門職学位課程 専門職学位課程

(2008 年5 月1 日現在) 

８ 学部・研究科等の学生数 
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学部等 教授 准教授 講師 助教 助手 
実験実習 

講師・助手 
合計 

文学部 69 16 10 0 0 0 95 

経済学部 34 10 4 0 2 0 50 

経営学部 33 7 2 0 0 0 42 

法学部 39 9 2 0 0 0 50 

理工学部 53 16 11 13 1 16 110 

社会学部 39 20 7 0 1 5 72 

国際文化学部 22 14 2 0 0 0 38 

短期大学部 7 8 4 1 0 0 20 

法務研究科 22 1 0 0 0 0 23 

付置研究所 2 1 0 0 0 0 3 

保健管理センター 1 0 0 0 0 0 1 

合計 321 102 42 14 4 21 504 

（2008年5月1日現在） 

 

 

区分 人数 

事務員 219 

医務員 4 

専任計 223 

事務系嘱託 126 

技能系嘱託 27 

嘱託医師 7 

RECフェロー 1 

嘱託計 161 

合計 384 

（2008年5月1日現在） 

 

 

 

９ 教育職員数 

１０ 事務職員・嘱託職員数 


